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brain edema」 （われわれは通常脳浮腫と呼ぶ）の記載がみられ， このような混同を避ける上から
も「水頭症」の用語が適切であろう．
水頭症は Matson(1969）によれば，頭蓋内における「anincrease in the amount of cerebro-
spinal fluid which is, or has been, under increased pressure」を特徴とする病態であると定義
されており， ζれは最も一般的な考え方と思われる．乙の考え方からすると，髄液圧克進を伴わな
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知能あるいは運動機能の障害が残存している， と主張する学者もある． ちなみに彼は shunt術施
行により水頭症病態が解決されている状態を称して「代償性」水頭症としているが，「代償性J水
















tive communicating hydrocephalusとか， distalCSF space obstructive hydrocephalusとかの
名称で細分する記載がみられるようになり，とれに対して元来の非交通性水頭症のことを ventri-
cular obstructive hydrocephalus，脳室系とクモ膜下腔の双方に通過障害のあるものを mixed
obstructive and communicating hydrocephalus，などと種々な名称が用いられているようであり，
やや混乱気味である．やはり本来の Dandy以来の分類法を踏襲して交通性と非交通性に二分し，
上記のような細分は括孤内に入れてほしいものと考えるのは不見識であろうか．ちょうど頭部外傷
荒木分類における第E型（頭蓋底骨折）というふうに．
